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都市再生整備計画　事後評価シート

大垣市昼飯地区

平成２９年３月

岐阜県大垣市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 155ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

―

平成24年度～28年度 平成28年度事後評価実施時期

岐阜県 市町村名 大垣市

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

当初計画
から

削除した

359百万円

大垣市昼飯地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

事業効果分析調査、公園プレーパーク事業

削除/追加の理由

事業名

市道青野昼飯1号線、玉池公園、（仮称）昼飯東公園、勝山公園、（仮称）宇留生公園、（仮称）昼飯東遊水池

平成24年度～27年度

平成24年度～28年度

H23

指　標

81.790.0

H23 H28指標１

指標３

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

平成29年5月
満足度が向上しており、計画に沿って進めてきた公園
整備の効果が現れたと考えられる。

今後の対応方針等

―

平成29年4月

モニタリング ―

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

公園整備に係るワークショップ等の開催
公園プレーリーダーの配置

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

アンケートで得られた意見を元に、これまでのまちづくりを検証し、今後の施策に
反映する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

まちづくりに対する市民アンケート調査

引き続き、公園整備にあたってはワークショップを開催し住民の意見を反映させ
る。
市内各地の公園にプレーリーダーを派遣する出張プレーパークを当地区でも開
催する。

新たに追加し
た事業

―

―

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

― ―

―

―

― ―

 ５）実施過程の評価

事業効果分析調査として行った住民アンケートでは、公園整備について子育て世代や高齢者世代を中心に高い評価を得ている。
特に玉池公園は、休日には多くの家族連れなどで賑わうようになり、アンケートでも「玉池公園によく行くようになった」といった声が寄せられるなど、住民の交流・憩いの場として効果を発揮している。

その他の
数値指標３

地区センター利用件数 件／年 1,803 H23 ―
地域住民の活動・交流拠点である地区センターの利
用が増えており、コミュニティが活性化している。

数　　値

82.2

目標値

2,134

平成29年4月―

75.0

指標２

公園利用件数

×
「子育て支援」に関する
満足度

ポイント

△30

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値

―

既存の公園利用が減少しトータルでは目標を下
回ったものの、玉池公園では地域の住民グルー
プや近隣の幼稚園・小学校等の利用が増えてい
るほか（整備前1件→整備後5件）、地区全体で
は老人クラブの利用も増えており（23年度：1団
体→27年度：5団体）、公園が子育て、高齢者の
健康増進、地域住民のコミュニケーションの場な
ど多目的に利用されている。

遊水池の整備による治水対策や、公園整備によ
る一時避難場所の確保といった安全・安心への
取組が効果を発揮した。また、防犯灯や市道の
整備も住民生活の安心感の向上に貢献した。

公園の整備による子育て環境の充実を目指し取
組んできたが、それが「子育て支援」の満足度の
向上に結び付かなかった。
しかし、8月に行った住民アンケートでは、本事業
で整備した公園に対する30歳代からの評価は高
く、子育て世代に対して一定の成果があった。

26

H23 ―

フォローアップ
予定時期

平成29年5月

平成29年5月○

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

その他の
数値指標1
その他の

数値指標２

従前値

H28

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

―

65.7

交付期間
の変更

―

1年以内の
達成見込み

76.4

―

目標
達成度

実施内容 実施状況

件／年 20 H22

 １）事業の実施状況

数　　値

―

効果発現要因
（総合所見）

―

H28

「公園・緑地」に関する
満足度

目標値

「危機管理・防災」に関
する満足度

ポイント

80.5

85.7

ポイント



様式２－２　地区の概要

単位：ポイント 65.7 H23 75.0 H28 76.4 H28

単位：ポイント 85.7 H23 90.0 H28 81.7 H28

単位：件／年 20 H22 30 H28 26 H27

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

○多様な世代に対応した公園利用と良好な地域コミュニティ
　　　公園の利用促進を通じて、地域住民の交流の活性化に努める。
　　　高齢者向けの健康増進器具を設置するなど、多様な世代・ニーズに対応した公園整備を進める。
○子育ての場としての公園の活用
　　　親子やシニア世代と孫が共に参加できる地域のイベントに公園を活用してもらうなど、幅広い世代が家族のふれあい・子育ての場として公園をより身近に感じられる取組みを行う。
　　　また、安心して子供を遊ばせられるよう、公園遊具等の安全のほか、周辺の道路交通の安全の確保に努める。
○防災・減災拠点としての公園の認知度向上
　　　公園を自治会主体の防災活動等の場として活用してもらうことで、防災・減災拠点としての認識を高める。

まちの課題の変化
公園自体への満足度は向上しているが、それが子育て支援への満足度に繋がっていない。親と子やシニア世代と孫など、幅広い世代が家族のふれあいや子育ての場として公園を利用する機会の充実が課題である。
また、災害時に一時避難場所になる公園を整備したことから、今後はそれを周知し、万が一の事態における住民の速やかな安全確保に努めていくことが新たな課題となる。

目標値 評価値

公園利用件数

大垣市昼飯地区（岐阜県大垣市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

「子育て支援」に関する満足度

「危機管理・防災」に関する満足度大目標：災害に強く、子育て支援施策や健康増進施策の向上、地域コミュニティの活性化による、誰もが快適で安心し
て、いつまでも住み続けたいまちづくり
　目標1：治水対策、防災・減災拠点の充実による、誰もが快適で安心して、いつまでも住み続けたいまちづくり
　目標2：地域活動拠点の拡充による健康増進と子育てしやすいまちづくり
　目標3：高齢者世代と子育て世代の交流拠点の拡充による地域コミュニティの活性化

大垣市昼飯地区

区域面積155ha
■基幹事業 地域生活基盤施設

（仮称）昼飯東遊水池

■基幹事業 公園

（仮称）昼飯東公園

■基幹事業 公園
玉池公園

■基幹事業 道路

市道青野昼飯1号線

■基幹事業 公園

（仮称）宇留生公園

■基幹事業 公園

勝山公園

□提案事業 まちづくり活動推進事業

公園プレーパーク事業

□提案事業 事業活用調査

事業効果分析調査

■関連事業

東海環状自動車

道

■関連事業

防犯灯整備事業


